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れていた）は増加していき、1920 年代に 3 万人を、1930 年代には 5 万人を超えるよう
                                                   
1 下村宏「大和民族の将来と台湾」（羽場鴻岳編『現代大家論集』第 1 輯、公益通信


















周知のごとく、1895 年に下関条約が結ばれ、それまで 212 年にわたり清の支配下に
あった台湾および澎湖諸島が割譲されて、日本は新領土を獲得することになった。同条
約は、批准交換後の 2 年以内に台湾を退去しない住民と、1897 年 5 月の期日までに帰
ってきた人物は原則として日本国臣民と見なされる、と規定していた。台湾に在住し続
ければ、1897 年 5 月以降、日本人として認められることになる。2年間の猶予期間を過
ぎても、登録洩れということで願い出て、台湾総督府がそれを認めれば、日本国籍編入
が可能であった4。台湾史研究者の黄昭堂は、1897 年当時の台湾の総人口は 280 万であ




第 20 期（1991 年 6 月）、許雪姫「日治時期的『台湾華僑』（1937～1945）」『中国海洋発
展史論文集』第 6 輯（中央研究院人文社会科学研究中心、1997 年）、安井三吉『帝国日
本と華僑―日本・台湾・朝鮮』（青木書店、2005 年）、菊池一隆「抗日戦争時期におけ






国籍的法律経験：以台湾與中国之間跨界的人口流動為中心」『台湾史研究』第 20 巻 3 期
（2013 年 9 月）49 頁。 
4 詳しくは、王学新「従台湾総督府档案探討日治時期台湾的漏籍問題」『台湾文献』第































                                                   
（『第六屆台湾総督府档案学術研討会論文集』国史館台湾文献館、2011年）を参照。 
5 黄昭堂『台湾総督府』（教育社、1983 年）53‐55 頁。台湾住民の国籍選択権について
は、浅野豊美『帝国日本の植民地法制』（名古屋大学出版会、2008 年）30‐33 頁に詳し
い。 
6 水野遵「台湾状況談」『名家談叢』第 5 号（1896 年 1 月）12 頁。 



































                                                   
8 「厦門在留台湾籍民ノ実況報告（厦門領事）」台湾総督府档案（国史館台湾文献館所
蔵）第 5132 冊 1 件。 






















15。中国出張経験が豊富な井出は、1923 年 4 月以降、「三ケ月間ニ亘リ上海及北京ノ間
ヲ往復シテ警察関係事項ノ外諸般ノ経済状態ノ調査ニ努力」したことがあった。その復
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は、2 代目の台湾総督である桂太郎（1896 年 6～10 月在任）の次のような記述から伺う
ことができる。すなわち、「台湾に於ける土匪暴徒の蠭起は、該地（対岸―筆者注）人
等の教唆鼓舞するに非るなきかと人の憂慮する所なるも、斯る事実の無きは、常に該地
                                                   
33 例えば、戴国煇「日本の植民地支配と台湾籍民」『台湾近現代史研究』第 3 号（1981
年 1 月）、若林正丈「『台湾籍民』問題初探」『外国語科研究紀要』第 34巻 5 号（1987
年 3 月）、梁華璜（近藤正己訳）「台湾総督府の対岸政策と『台湾籍民』」（『岩波講座 
近代日本と植民地』5、岩波書店、1993 年）、松浦章（卞鳳奎訳）「中国華南地区台湾籍
民之特性及其問題（初探）」『台北文献』第 133 期（2000 年 9 月）、李国樑「『台湾籍
民』與近代厦門社会経済的若干考察」（林金田編『第四屆台湾歴史與文化研討会論文
集』台湾省文献委員会、2001 年）、卞鳳奎「台湾籍民在華南地区的活動」（『日拠時期台
湾籍民在大陸及東南亜活動之研究（1895－1945）』黄山書社、2006 年）、Shi-chi Mike 
Lan（藍適斉）,‘Taiwanese in China and Their Multiple Identities, 1895-1945’, 
Multicultural challenges and redefining identity in East Asia, Nam-Kook 
Kim(ed), Farnham: Ashgate, 2014、鍾淑敏「日本殖民体制下的台湾」（張憲文・張玉法




























第 2 に、台湾総督府の情報収集活動という視角である。 
台湾総督府の対岸への関与を理解するためには、総督府と対岸領事との関係
を検討しなければならないのだが、先行研究においては必ずしも十分に解明さ
                                                   








とする（高橋謙『愚庵自伝』著者発行、1936 年、100‐101 頁）。 
36 「南清駐在領事と台湾統治者」『台湾日日新報』1899 年 10 月 1 日。 
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37 田健治郎「台湾の対岸関係に就て」『台湾時報』第 47 号（1923 年 7 月）9 頁。 




















                                                   













2 号、1935 年 1 月、93‐94 頁）。 




している（「旅華第一信―福州を見る―」『台湾』第 4 年 7 号、1923 年 7 月、87 頁）。 

























響で、厦門・福州・広東の引揚邦人数を合わせると、200 人あまりであり（1931 年 12
月調べ）47、翌年 1 月、上海事変が勃発すると、上記 3 地の引揚者は 700 人を上回って
いた48。さらに、汕頭の引揚者を見ると、1931 年 9月 18 日以降の引揚者は 92 人、翌年
                                                   
券で行つたのか、いや彼等にはチヤント旅券を有し、台湾公会に入会して台湾籍民であ
ると云ふ大きな看板を掲げて居る」、とする（頼欽栄「台湾経済界と海外の進展に就
て」『台湾』第 4 年 8 号、1923 年 8 月、63‐64頁）。 
42 謝春木『台湾人は斯く観る』（台湾民報社、1930 年）169‐170 頁。 
43 台湾総督官房調査課『台湾と南支南洋』（1935 年）17‐18 頁。 
44 名嘉真武一『対岸事情と台湾の産業』（台支通信社、1935 年）9 頁。 
45 阿部智義（大阪商船厦門出張所長）「厦門島」『文藝春秋』第 16 巻 10 号（1938 年 6
月）257 頁。 
46 伊藤隆・照沼康孝編『畑俊六日誌』（みすず書房、1983 年）90 頁。 
47 厦門在留の邦人 8,083人の中、7人が日本内地へ、32 人が台湾へと引き揚げ、引揚
者は計 39 人であった。福州在留の邦人 1,605 人の中、16 人が日本内地へ、18 人が台湾
へと引き揚げ、引揚者は計 34 人であった。広東在留の邦人 631 人の中、123 人が日本
内地へ、18 人が台湾へ、8 人が香港へと引き揚げ、引揚者は計 149 人であった。詳しく
は、『外務省警察史』第 51 巻（不二出版、2001 年）192 頁、第 52 巻（不二出版、2001
年）118 頁、第 53 巻（不二出版、2001 年）72 頁を参照。 
48 厦門在留の邦人 8,347人の中、16 人が日本内地へ、78 人が台湾へと引き揚げ、引揚
者は計 94 人であった。福州在留の邦人 1,598 人の中、515人が台湾へと引き揚げた。
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広東在留の邦人 410 人の中、92 人が日本内地へ、7 人が台湾へ、18 人が香港へと引き
揚げ、引揚者は計 117 人であった。詳しくは、『外務省警察史』第 51 巻 194 頁、第 52
巻 129 頁、第 53 巻 78 頁を参照。 
49 「排日運動ノ各方面ニ及セル影響調査方ノ件 ２」JACAR(アジア歴史資料センタ
ー)Ref.B02030302300（第 2 画像目）、満州事変（支那兵ノ満鉄柳条溝爆破ニ因ル日、支
軍衝突関係）／排日、排貨関係 第 3 巻(A-1-1-0-21_5_003)(外務省外交史料館)。 
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28 「日清犯罪人引渡条約締結一件」JACAR：B07080222300、日清犯罪人引渡条約締結一件
(2-8-1-0-5)(外務省外交史料館)。 































                                               
31 「内訓第一一号厦門並福州地方ヘ逃走セシ匪徒逮捕方ニ付各領事ヘ訓令セシ旨回答及同
上ノ件検察局長知事庁長ヘ内訓ス」台湾総督府档案第 537冊 18件。 








主事補任免及昇級（元新竹県）」台湾総督府档案第 104冊 79件、第 9608冊 52件、第 9611
冊 65件）。 

























                                               









39 前掲「本邦人在留禁止関係雑件」第 2巻。 
40 「台湾人の在留禁止」『台湾日日新報』1901年 6月 2日。 
41 李の在留禁止を示す資料は見当たらず、誤報かもしれない。『台湾日日新報』の報じる
ところによれば、黄は厦門を去って消息がなくなった（「籍民去厦」『台湾日日新報』


























                                               



















表 1 華南地方における在留禁止の台湾籍民（1900～1911 年） 
 名前 原籍 職業 発令、禁止期間 領事（代理を含む） 
1.  葉淇㻢 台北 雑貨商 00年 4月、2年 厦門、上野専一 
2.  黄慶清 台北 雑貨商 01年 5月、2年 同上 
3.  施水 台北  01年 11月、2年 同上 
4.  曽充容 澎湖 海松細工 02年 6月、3年 同上 
5.  王子堅 台北 洋行雇人 02年 9月、3年 同上 
6.  陳貞金 台北 雑貨商 02年 12月、2年 福州、豊島捨松 
7.  呉嘉和 台北 雑貨商 03年 3月、2年 厦門、上野専一 
8.  鄭少瑜 澎湖 無職 03年 4月、2年 同上 
9.  林春宝 台北 雑貨業 04年 4月、3年 福州、中村巍 
10.  葉克利 台北 雑貨業 04年 4月、2年 同上 
11.  呂川鋭 台北 古物商 04年 4月、3年 厦門、上野専一 
12.  黄森 台北 雑貨業 04年 4月、3年 福州、中村巍 
13.  陳清安 澎湖 手環細工 04年 10月、2年 厦門、上野専一 
14.  陳九跳 澎湖 手環細工 04年 10月、2年 同上 
15.  蘇友譲 台南  06年 9月、3年 厦門、吉田美利 
16.  戴煕年 台北 雑貨業 07年 4月、3年 同上 
17.  康守仁 台北  08年 9月、2年 厦門、森安三郎 
18.  李勤 台北  08年 11月、3年 同上 
19.  陳阿食 台北 無職 09年 6月、3年 同上 
20.  曹礼卿 台北 無職 09年 10月、3年 同上 
21.  曽氏螺 台北  10年 6月、3年 厦門、菊池義郎 
22.  李氏姐 台北  10年 6月、3年 同上 
23.  許氏呆 台北  10年 6月、3年 同上 
24.  陳地 彰化  10年 6月、3年 同上 
25.  黄鐘瑄 台北 雑貨商 10年 11月、2年 福州、高洲太助 
26.  陳毓秀 台北 雑貨商 10年 11月、2年 同上 
27.  蔡氏妹 台北  10年 12月、3年 同上 
28.  翁氏金治 台北  10年 12月、3年 同上 

































48 「嘱託佐野一郎賞与」台湾総督府档案第 1431冊 22件。 
49 「対岸の台湾人（上）」「対岸の台湾籍民」『台湾日日新報』1908年 9月 13日、1910
年 5月 14日。 
50 記事には「包攬詞訟」という言葉が多用されていた（「品紫題紅」「往台運動」「漏網








































                                               





























                                               
53 澤村繁太郎『対岸事情』（中川藤四郎発行、1898年）257‐258頁。 
54 前掲『外務省警察史』第 51巻 41頁。 
55 「福州に於ける日本人の遭難」『東京朝日新聞』1899年 11月 15日。 
56 「厦門在留内地人中無頼ノ者取締方ニ付同地領事ニ回答地方庁へ通達」台湾総督府档案
第 532冊 6件。 









































59 「厦門通信」『台湾民報』1901年 11月 16日。 
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表 2 華南地方における在留禁止の日本人（1897～1911 年） 
 名前 原籍 職業 発令、禁止期間 領事 
1.  渡辺伊太郎 長崎 水茶店業 1897年 12月、3年 厦門（福州兼轄）、
上野専一 
2.  山口セイ 長崎  同上 同上 
3.  山下ヨシ 長崎  同上 同上 
4.  江口アイ 佐賀  同上 同上 
5.  本田ジツ 長崎  同上 同上 
6.  山口タカ 長崎  同上 同上 
7.  名倉重吉 福岡  1900年 4月、2年 厦門、上野 
8.  愛甲直太郎 鹿児島  01年 5月、2年 同上 
9.  向山伊三郎 京都  01年 5月、2年 同上 
10.  岩本正志 静岡  01年 9月、2年 同上 
11.  大島猪市 大阪 無職 02年 6月、2年 同上 
12.  懸野千万三郎 三重 無職 02年 9月、2年 同上 
13.  森修一 広島 薬種商 03年 12月、2年 厦門、山吉盛義 
14.  高橋金太郎 神奈川  04年 11月、3年 福州、中村巍 
15.  川谷美敏 長崎 硝子製造業 04年 12月、3年 厦門（汕頭）、上野 
16.  大森正敏 茨城 無職 05年 4月、2年 同上 
17.  河岸岩男 茨城 新聞通信員 05年 4月、2年 同上 
18.  広瀬義肄 兵庫  06年 4月、3年 同上 
19.  竹馬登亀雄 長崎 無職 06年 6月、3年 福州、高橋橘太郎 
20.  池田勇作 長崎  07年 1月、2年 同上 
21.  稲葉平三郎 兵庫 御用達商 07年 8月、3年 厦門、瀬川浅之進 
22.  吉村久吉 大阪 料理店雇 07年 8月、3年 福州、高橋橘太郎 
23.  岸本ハマ 大阪 料理店雇 07年 8月、3年 同上 
24.  朝倉盛興 鹿児島 無職 08年 6月、3年 福州、佐野一郎 
25.  奥田又次郎 大阪 金物商 08年 8月、3年 厦門、森安三郎 
26.  宮ノ原信一郎 鹿児島  08年 11月、3年 同上 
27.  永田数蔵 山梨 印版業のち
に雑貨商 
10年 6月、3年 厦門、菊池義郎 
28.  中村国三郎 茨城  10年 6月、3年 同上 
29.  大友鉄雄 京都  10年 6月、3年 同上 
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30.  原金一 東京 新聞通信
業 
10年 11月、2年 福州、高洲太助 
31.  津田春堂 東京 無職 10年 11月、2年 同上 
32.  永田寛之介 鹿児島 代書業 11年 7月、3年 厦門、矢野正雄 



















                                               
60 「税関監吏補懸野千万三郎台北県ニ出向ヲ命ス」「辨務署主記懸野千万三郎依願免官ノ
件（元台北県）」「懸野千万三郎ニ採用取消」台湾総督府档案第 338冊 59件、第 9294冊





友鉄雄復職ノ上更ニ休職ヲ命スル件（元台南県）」台湾総督府档案第 4586冊 7件、第 9542










































































                                               
67 「廃銃密輸入ニ関シ厦門領事報告 明治 40年 7月」JACAR：B10073664200、密輸出入品
関係雑件(B-3-1-5-7)(外務省外交史料館)。 
68 「分割 2」JACAR：B11090242000（第 2～3画像目）、清国ニ於テ日本商品同盟排斥一件 
第 3巻(3-3-8-1_003)(外務省外交史料館)。 
69 「清国ヘ廃銃密輸入ノ件」台湾総督府档案第 1574冊 2件（第 131画像目）。 
70 詳しくは、吉澤誠一郎「第二辰丸事件（1908年）とその地域的背景」『史潮』第 55号
（2004年 5月）を参照されたい。 
71 前掲「分割 2」JACAR：B11090242000（第 42・84画像目）。 
































                                               
73 同上、第 189画像目。 


































































第 178冊 1件、第 666冊 7件、第 854冊 1件、第 902冊 12件、第 2359冊 1件）。 



































門で 90人・福州で 12人・汕頭で 8人、計 110人であった。登録を抹消された者（除籍
者）は厦門で 255人・福州で 44人・汕頭で 23人、計 322人であった83。既述の通り、台湾
                                               






81 「厦門 明治 42年 4月ヨリ」JACAR：B16080612800、帝国官吏出張及巡廻雑件／在外公
館之部／領事館 第 6巻(6-1-6-2_3_2_007)(外務省外交史料館)。 




























はずである。さらに、「自明治 42年 1月 1日至大正 13年 12月 15日（最近 15箇年間）支
那在留禁止年別処分表」によれば、1910から 1924年まで、在留禁止者の総数は 1,039人




                                               
書と外交関係史料論」（檜山幸夫編『台湾総督府文書の史料学的研究』ゆまに書房、2003
年）を参照。 
84 「福建省ニ対シ日本ノ注意スヘキ問題」JACAR：B03050700900、調査書合纂 第 1巻(1-6-
1-70_001)(外務省外交史料館)。 
85 「肆行無忌」『台湾日日新報』1898年 12月 29日。 
86 「自明治 40年 9月至大正 2年 8月 南部支那在留台湾籍民名簿調整一件 第 1巻」（外
務省外交史料館所蔵、請求番号：3-8-7-18）。 
































                                               
88 内田嘉吉「日本人の地位を知らしむるを要す」『大日本』第 2号（1914年 11月）60
頁。 
89 日治法院檔案、台北地院、刑事判決原本大正 11年第 7冊 7月、第 142‐144頁、大正 11







に押送され、翌年 1月、それまでの数年間華南地方で犯した罪で、懲役 2年 6月との判決
を言い渡された90。 























                                               
90 日治法院檔案、台北地院、刑事判決原本大正 13年第 1冊 1月、第 781‐793頁、大正 12
年第 4,480号、「対岸から送還された無頼漢」「阿片強奪言渡」『台湾日日新報』1923年
10月 23日、1924年 2月 1日。 
91 日治法院檔案、台北地院、刑事判決原本大正 13年第 12冊 12月、第 271‐275頁、大正
13年第 5,356号、「晝は紳士夜は強盗」『台湾日日新報』1924年 12月 5日。 
92 日治法院檔案、台北地院、刑事判決原本大正 15年第 3冊 3月、第 315‐327頁、大正 15


























                                               
94 「第 50議会用（最近支那関係諸問題摘要）／最近支那関係諸問題摘要（第 2巻）」
JACAR：B03041493100、帝国議会関係雑纂／説明資料／亜細亜局 第 3巻(1-5-2-
2_6_6_003)(外務省外交史料館)。 








日日新報』1936年 4月 19日・6月 28日。日治法院檔案、台北地院、刑事判決原本昭和 11








































































                                               
105 「荘海涵の公判」「荘海涵の公判開廷」「政治結社犯定罪」『台湾日日新報』1925年 9
月 8日・9月 22日・11月 12日。「荘海涵事件公判」『台湾民報』1925年 9月 27日。日治
法院档案、台北地院、刑事判決原本大正 14年第 10冊 10月、第 192‐203頁、14年第
3,853号。荘が乗船時（厦門から台湾に行く前）の写真は、馬珂編『父子僑領画伝』に掲載
されている（人民出版社、2007年、27頁）。 
106 「政治犯荘海涵君出獄」『台湾民報』1926年 5月 16日。 
































































第 1 節 対岸領事の台湾総督府事務官兼任の実現 
 
台湾総督府が事務官を対岸の日本領事に兼任させることに着手したのは 1917 年であ







































































                                                   
5 井上勇一「在奉天総領事 加藤本四郎―在奉天総領事のみた満州問題―」『法学研究』
第 84 巻 10 号（2011 年 10 月）74‐75 頁。 
6「朝鮮総督府書記官及事務官特別任用ニ関スル件」JACAR：A03033361100、枢密院審査
報告・大正元年～大正 3年（国立公文書館）。時代背景については、松田利彦「1910 年
代における朝鮮総督府の国境警備政策」『人文学報』第 106 号（2015 年 4月）56‐58 頁
を参照。 
7 「特ニ台湾警察処対策利用ノ件」JACAR：B03041647000、台湾総督府政況報告並雑報 

































                                                   
9 日笠芳太郎「台湾見聞並私見一斑」『政友』第 222 号（1918 年 9 月）。 
10 西崎順太郎『巒洲遺稿』（西崎すゞ子、1931 年）252 頁。西崎の文章は 1924 年 12 月
に書かれたものである。 
11 「（１．題名なし）／分割１」JACAR：B16080285000（第 8 画像目）、在外帝国領事ニ
台湾総督府事務嘱託及同府事務官兼任関係一件(6-1-5-28)(外務省外交史料館)。「領事
上野専一ニ厦門地方ニ於ケル調査事務ヲ領事豊島捨松ニ福州地方ニ於ケル調査事務ヲ嘱
託ス」台湾総督府档案第 571 冊 43 件、「上野専一厦門地方ニ於ケル調査事務嘱託ノ件、
中村巍福州地方ニ於ケル調査事務嘱託ノ件」第 1118 冊 46 件。 
12 藤田の経歴については、『日本外交史辞典』（山川出版社、1992 年）888頁を参照。 
13 「〔総領事兼府事務官〕藤田栄介免兼官」台湾総督府档案第 3744 冊 115件。 































                                                   
15 「寺島広文免兼官」台湾総督府档案第 10068 冊 9 件。 
16 津久井誠一郎「南支南洋に商務官新設の提唱」『台湾時報』第 51 号（1923 年 12 月）
23 頁。 
17 井出季和太「台湾より見たる対支貿易振興策」『港湾』第 6 巻 5 号（1928 年 5 月）2
頁。 
18 「西澤義徴兼任府事務官、勤務」台湾総督府档案第 10046 冊 94 件。総督府は広東お
よび厦門についても同様の構想を持っていた（「矢野真兼任総督府事務官、勤務」第
10054 冊 60 件、「寺島広文兼任府事務官、勤務」第 10056 冊 6 件）。 
49 
 
























                                                   
19 李厚基の生涯については、山田辰雄編『近代中国人名辞典』（霞山会、1995 年）
403‐404 頁を参照。 
20 「大正 9 年 5 月 4 日から大正 9 年 5 月 31 日」JACAR：B03050123700（第 2・13 画像
目）、各国内政関係雑纂／支那ノ部／地方 第 25巻(1-6-1-4_2_3_025)(外務省外交史料
館)。何遂の経歴については、外務省情報部『現代支那人名鑑』（東亜同文会調査編纂
部、1925 年）527 頁を参照。これによれば、李督軍排斥を行った時、何は 32 歳であ
る。「陰謀破レ同年六月台湾ニ一時亡命セル」ことも書かれている。 
21 出典同上（第 25～26 画像目）。 
22 「大正 9 年 5 月 18 日から大正 9 年 6 月 10 日」JACAR：B03050123800（第 1・4 画像
目）、各国内政関係雑纂／支那ノ部／地方 第 25巻(1-6-1-4_2_3_025)(外務省外交史料
館)。 
23 尚友倶楽部・広瀬順晧編『田 健治郎日記 4』（芙蓉書房出版、2014 年）393 頁、





























ところが、李厚基の失脚が現実のものとなる。1922 年 10 月、田健治郎は福州総領事
                                                   
24 前掲「大正 9 年 5 月 4 日から大正 9 年 5 月 31日」JACAR：B03050123700（第 41～42
画像目）。 
25 『田 健治郎日記 4』395‐397 頁、1920 年 5 月 31 日条、6 月 3・4 日条。 
26 尚友倶楽部・季武嘉也編『田 健治郎日記 5』（芙蓉書房出版、2015 年）72・75・78
頁、1921 年 5 月 2・10・15 日条。 
27 「大正 10 年 6 月 18 日から大正 10 年 7 月 14 日」JACAR：B03050134700、各国内政関
係雑纂／支那ノ部／地方 第 34 巻 B(1-6-1-4_2_3_035)(外務省外交史料館)。 
































                                                   
29 『田 健治郎日記 5』315・319・320 頁、1922 年 10 月 4・12・18 日条。 
30 山本四郎編『三浦梧楼関係文書』（明治史料研究連絡会、1960 年）113‐114 頁。 
31 『田 健治郎日記 5』330 頁、1922 年 11 月 9 日条。 
32 「分割 1」JACAR：B08090254300（第 39 画像目）、支那南北衝突関係一件 第 3 巻(5-
3-2-0-135_003)(外務省外交史料館)。 































                                                   
34 「福州駐屯軍隊無規則ト居留台湾人ノ被害ニ関スル件」JACAR：B08090284300、支那
南北軍衝突ニヨル邦人被害雑件 第 4 巻(5-3-2-0-144_004)(外務省外交史料館)。 
35 『厦門博愛会厦門医院満五週年紀念誌』（厦門博愛会、1923 年）66 頁。 
36 田健治郎「台湾の現状と将来」『実業公論』第 9 巻 2 月号（1923 年 2 月）47 頁。 
37 『田 健治郎日記 5』455‐456 頁、1923 年 6 月 15 日条。 
38 前掲田健治郎「台湾の対岸関係に就て」8‐9頁。 




第 1 は、1924 年の厦門領事佐々木勝三郎である。厦門領事への賞与はこの時点で年






第 2 は、1925 年の福州領事栗原正である。福州領事への賞与は年額 1,300円と定め
られており、栗原へのそれは 1,050 円と計上されたが、総督府は、栗原が 1923 年 9 月
以来「激烈ナル排日運動起リタル際其ノ鎮圧ニ努力致ラサルナク」とし、計 1,200 円を
賞与することにした42。 
第 3 に 1927 年 9 月、総督府は汕頭領事内田五郎に対して、「最モ紛糾シタル時局ニ際
シ、殊ニ熾烈ナル排日運動ニ直面シテ、同地ニ於ケル督府諸施設及台湾籍民擁護ノ為メ
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41 「嘱託打田庄六御用済解嘱」台湾総督府档案第 3861 冊 51 件。 
42 「〔領事兼府事務官〕栗原正免兼官、賞与」台湾総督府档案第 4005 冊 29 件。 
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63 
 



























                                                   





















































第 1 節 東京での台湾人情報収集の展開 
 



















は在京台湾人学生 800 人の中に人心の動揺（原文は the recent mild agitation among 
the 800 Formosan Chinese students）があったことを指摘した上で、田の発言を紹介
していた11。このように東京における台湾留学生の動向は警戒されていたが、彼等を監
                                                   
8 前掲『田 健治郎日記 4』490‐491 頁、1920年 11 月 29 日条。 






府档案第 6887 冊 10 件）。数日後、技師の素木得一は、「在京学生来島、本島学生を煽動
して六三問題撤廃運動等に参加せしむ」ことについて、田に報告を行った（『田 健治
郎日記 4』503 頁、1920 年 12 月 22 日条）。 
10 林の生涯については、許雪姫（若林正丈訳）「林献堂―台湾人良心の体現者」『講座 
東アジアの知識人』第 4巻（有志舎、2014 年）を参照。 


























                                                   
Times Digital Archive. 
12 「蔡嘱託」JACAR：B03040744800、宣伝関係雑件／嘱託及補助金支給宣伝者其他宣伝
費支出関係／外国人ノ部 第 7 巻(1-3-1-35_1_2_007)(外務省外交史料館)。 
13 蔡は公学校卒業後、巡査補等を務めていた。1917 年に早大専門部政治経済科を卒業
して上海復旦大学教授、広東軍政府非常国会秘書、靖国軍第 3 軍総司令部軍事参議官、
台湾総督府雇（1918 年 11 月）を歴任。1919 年 11 月から翌年 7 月まで、早大高等研究
科に在籍。外務省嘱託だったのは 1920 年 3 月～翌年 5 月である（「蔡伯毅ヲ属ニ任用シ
同上（徳永一ヲ中学校教諭ニ任用シ初任判任官俸給制限外支給ノ件）ノ件」JACAR：
A04018204200、公文雑纂・大正 10 年・第 30巻・初任判任官俸給制限外支給ノ 4・朝鮮
総督府・台湾総督府・関東庁・樺太庁（国立公文書館））。 
14 「蔡伯毅任府属」台湾総督府档案第 3210 冊 76件。 
15 前掲『田 健治郎日記 5』181 頁、1921 年 12月 17 日条。 
16 「〔府属兼府翻訳官〕蔡伯毅依願免兼官」台湾総督府档案第 3747 冊 54 件、「叙任及


























                                                   




3459 冊 52 件、「陳全永府属任用」第 3857 冊 56 件）。彼は 14 年間総督府に勤めて、
1938 年 1 月に退職する（「陳全永任府理事官、叙高等官七等、七級俸下賜、文教局社会
課勤務ヲ命ス、依願免本官、賞与九百六十円」第 10092 冊 40 件）。 
19 林童綱「滞京中の雑感」『台湾』第 3 年第 3 号（1922 年 6 月）44 頁。 
20 「〔嘱託〕林宝誕願ニ依リ嘱託ヲ解ク」台湾総督府档案第 3752 冊 47 件、「本社職員
異動」『台湾』第 4 年 4号（1923 年 4 月）80 頁。 
21 例えば、1923 年 5 月 1日、『台湾民報』の「人面獣心的背徳漢」という記事では、
明治大学に留学した陳（名前は伏せている）を取り上げ、「某方面に尽忠して在京台湾
人の団体の結束を破る」「破廉恥な走狗」とし、批判を加えている。 









1922 年 11 月、台湾総督府は橘高広（警視庁属兼警視庁警部）と穐山新之助（警視庁
警部）に高等警察事務を嘱託する。橘の嘱託内容は「新聞雑誌ノ検閲其他在京本島人視
察取締」であった25。「無給嘱託」ではあったが、台湾総督府から年末賞与が与えられ













第 2 節 台湾人情報収集の拡大 
 
まず、情報収集を担っていた在京台湾人留学生についてである。 
1920 年代前半は、前出の留学生のほか、早大高等師範部の蔡添丁（1923 年 10 月から
月 50 円）、東京医学専門学校の黄銀湟（1924 年 5月から月 50 円）、前出の林宝誕（蔡
添丁の後任、1924 年 12 月から月 50 円、横浜高等工業学校に在学中）の名を見い出す
                                                   
23 警視庁史編さん委員会編集『警視庁史』大正編（1960 年）106‐109 頁。 
24 警視庁特別高等課内鮮高等係『事務概要』1924 年 9 月（東京経済大学図書館所蔵）。 
25 「橘高広高等警察事務ヲ嘱託ス」台湾総督府档案第 3461 冊 10 件、「橘高広外一名一
時手当」第 10216 冊 55件、「橘高広一時手当」第 10219 冊 166 件、「橘高広一時手当」
第 10223 冊 42 件。検閲の制度等については、河原功「日本統治期台湾での『検閲』の
実態」（『翻弄された台湾文学―検閲と抵抗の系譜』研文出版、2009 年）に詳しい。 




























府属（警視庁警部兼任）は、六車太郎（1932 年 3月～1937 年 2 月、高等課勤務）32、
                                                   
27 「蔡添丁〔高等警察ニ関スル事務ヲ〕嘱託」台湾総督府档案第 3753 冊 37 件、「黄
銀湟高等警察事務ヲ嘱託ス」第 3860 冊 8 件、「林宝誕高等警察事務嘱託」第 3863 冊
154 件。 
28 何世仁編『懸壺淑世』（新営市公所、2001 年）25‐26 頁。 
29 「菊地安二任地方警視、俸給、勤務」台湾総督府档案第 10052 冊 11 件、「平山安任
総督府属、俸給、勤務」第 10219 冊 51 件。 
30 「平山安免官、賞与」台湾総督府档案第 10229冊 74 件。 
31 「前田民三兼任警視庁警部、勤務」「前田民三滞京中加俸本俸ノ十分ノ三ヲ給ス」
台湾総督府档案第 10230 冊 40・55 件。 
32 「六車太郎兼任警視庁警部」台湾総督府档案第 10232 冊 81 件、「六車太郎任台湾総
70 
 
菊川寅雄（1936 年 12 月東京出張を命じられ、1938 年 5～12 月警視庁警部を兼任、特別




1932 年に帰府を命じられる）、亀山茂（塚田の後任、1935 年 9 月まで）、島田一郎（亀
山の後任）も東京に派遣されて検閲などに従事する36。 
一方、高等警察事務嘱託のほうは次のような展開を見せていた。 













                                                   
督府地方警視、叙高等官七等」第 10107 冊 a71 件。 
33 「菊川寅雄兼任警視庁警部、特高警察部検閲課勤務」台湾総督府档案第 10257 冊 68
件、「菊川寅雄任台湾総督府理事官兼台湾総督府警察官及司獄官練習所教官、叙高等官
七等」第 10095 冊 129 件。 
34 「伊藤竹次郎滞京中加俸ノ十分ノ三ヲ給ス」台湾総督府档案第 10252 冊 2 件、「伊藤
竹次郎免兼官」第 10266 冊 21 件。 
35 「長田重次郎兼任府属、勤務」台湾総督府档案第 10235 冊 27 件、「長田重次郎賞与
並免兼官」「友松新兼任府属」第 10250 冊 42・69 件、「友松新免兼官、賞与」第 10270
冊 29 件。 
36 「塚田実任府地方警視、官等、俸給、依願免本官」台湾総督府档案第 10075 冊 100
件、「亀山茂滞京中加俸本俸ノ十分ノ三ヲ給ス」第 10233 冊 114 件、「島田一郎滞京中加
俸」第 10247 冊 8 件。 
37 「鈴木義貞嘱託、勤務」「鈴木義貞一時手当金」台湾総督府档案第 10231 冊 22・37
件、「鈴木義貞一時手当」第 10235 冊 61 件。 
38 「張乞食外五名手当」台湾総督府档案第 10239冊 64 件、「越川高尚兼任府属、勤
務」第 10240 冊 28 件、「海保知嘉兼任台湾総督府属、勤務」第 10264 冊 b35 件。 





















45。とりわけ 1928 年 11 月、昭和天皇の即位大礼の前後、東京の台湾人への監視は強化
されそのために日本人ジャーナリストの協力も得ることになる。すなわち同年 10 月、
                                                   








等警察事務を嘱託した（「北川恒俊高等警察事務ヲ嘱託ス」台湾総督府档案第 3455 冊 7
件、「安藤盛高等警察事務ヲ嘱託ス」第 3456 冊 60 件）。 
43 「東西南北」『秋田魁新報』1928 年 6 月 18 日（川村学園女子大学図書館所蔵）。 
44 畠山花城「川村先生を台湾に送る」『青年秋田』1928 年 7 月（同上） 



























                                                   
46 「小高長三郎嘱託、一時手当」台湾総督府档案第 10219 冊 122 件。 
47 「木舎幾三郎嘱託、手当、勤務」台湾総督府档案第 10219 冊 135 件。西澤定吉（元
衆議院議員）もこの時点で総督府から高等警察事務を嘱託されたが、依頼事項は明記さ
れていない。木谷は 1929 年 4 月から 7 月までの間、もう一度嘱託として手当金をもら
う。木谷同様、1929 年に短期間で嘱託をしたのは、矢野晋也（衆議院議員）らの数人
であった。 
48 「大庭一嘱託、一時手当」「浦川秀吉嘱託、一時手当」台湾総督府档案第 10219 冊
174・187 件。 
49 「植村嘉三郎嘱託、一時手当」台湾総督府档案第 10220 冊 7 件。1929 年 12 月、総督
府は大久保清治（万朝報理事）に高等警察事務を嘱託した。支給根拠は、植村へのそれ
とほぼ同じであった（「大久保清治嘱託、一時手当、勤務」第 10223 冊 38 件、「大久保
清治解職」第 10224 冊 85 件）。 
50 「永田貞次郎嘱託、一時手当」台湾総督府档案第 10220 冊 21 件、「西村三郎嘱託、
一時手当、勤務」第 10221 冊 77 件、「片岡鶴洲嘱託、一時手当、勤務」第 10222 冊 24
件。片岡らの嘱託は同月に解かれる。台湾視察を行う可能性はほぼ皆無であった（「片











1929 年 7 月、田中義一内閣の退陣に伴い川村は台湾総督の座を離れ、民政党系の石





で、台湾でも有名な著作家であった。彼は月手当 50 円を得ていたが、この時には 600
円（1 年分相当）を与えられた54。同日に総督府は、衛藤俊彦（台湾日日新報社記者）









                                                   
51 「伊藤亀雄嘱託、月手当、勤務」「白石重嘱託、一時手当、勤務」台湾総督府档案第






第 50 号、1958 年 11 月）。 
53 同事件については、春山明哲『近代日本と台湾―霧社事件・植民地統治政策の研
究』（藤原書店、2008 年）の第 I 部に詳しい。 
54 橋本同様、徳田多喜丸・吉野秀公・北川恒俊・小川堅二・柴山愛蔵・今井三郎・柴
田貞一・田上忠之は、それぞれ月手当の数倍以上の金銭を得た（「橋本白水一時手当」
台湾総督府档案第 10227 冊 23 件）。 
55 衛藤のほか、草壁亀雄・前田直人・田中一二・宮川次郎があった（「衛藤俊彦嘱託、
一時手当、勤務」台湾総督府档案第 10227 冊 24件）。 



























                                                   




ている。同年 3 月、総督府は古火旺に同事務を嘱託する。この 2 人は住所が同じく虬江
路三元里第一号であったが、互いの関係や総督府との接点など今のところわからない
（「林啓三郎高等警察事務嘱託」台湾総督府档案第 3454 冊 61 件、「林啓三郎賞与、嘱託
ヲ解ク」第 10329 冊 5 件、「古火旺高等警察事務ヲ嘱託ス」第 3749 冊 7件）。 
58 台湾新民報社編『台湾人士鑑』（1937 年）336頁。 
59 前掲『台湾社会運動史』77‐78 頁。彭の共産主義運動については、小野容照「植民
地朝鮮・台湾民族運動の相互連帯に関する一試論―その起源と初期変容過程を中心に


















1925 年 10 月、上海で「特殊任務」に従事中の江李子（経歴不詳）の代員として、川
崎義夫（元台湾総督府巡査など）が、「嘱託後ハ上海ニ滞在主トシテ諜報其ノ他ノ高等
警察事務ニ従事」することを命じられた。2 年後の 1927 年 10 月、台湾総督府は「手当
支弁困難ニ付」き、彼の嘱託を解いたが64、続いて府属の山崎新一郎を起用する（元台







                                                   
60 「彭華英高等警察事務嘱託」台湾総督府档案第 3862 冊 37 件。 
61 「〔嘱託〕彭華英一時手当三百円ヲ給ス」台湾総督府档案第 4008 冊 67 件。 
62 「上海と本島人学生」『台湾日日新報』1925 年 4月 18 日。 
63 岡実「南支那所見（下）」『国際知識』第 5 巻 12号（1925 年 12 月）。 
64 「川崎義夫高等警察事務ヲ嘱託ス」台湾総督府档案第 4012 冊 8 件、「川崎義夫月手
当、賞与、嘱託ヲ解ク」第 10216 冊 9 件。 
65 「山崎新一郎台湾総督府地方理事官、叙高等官七等、依願免本官、七級俸下賜、新
竹州勤務ヲ命ス、賞与」台湾総督府档案第 10099冊 75 件。 
66 「前田民三兼任府警部、勤務」台湾総督府档案第 10233 冊 105 件。前田の次の上海


























                                                   
兼官」第 10252 冊 40 件）。 
67 孫安石「日中戦争期における上海総領事館警察」（高綱博文編『戦時上海―1937～45
年』研文出版、2005 年、138‐142 頁）に詳しい。 
68 「上海特高機関一件」JACAR：B14090416600（第 25 画像目）、在上海特別高等警察機
関関係一件 第 1 巻(M-1-3-0-6_001)(外務省外交史料館)。 
69 「上海特高機関一件」JACAR：B14090416700（第 6～8 画像目）、在上海特別高等警察
機関関係一件 第 1 巻(M-1-3-0-6_001)(外務省外交史料館)。 
70 「上海特高機関一件」JACAR：B14090416800（第 3～4 画像目）、在上海特別高等警察
機関関係一件 第 1 巻(M-1-3-0-6_001)(外務省外交史料館)。 
71 「御署名原本・昭和 7年・勅令第 340 号・主トシテ警察事務ニ従事スル領事官及外
務書記生ノ特別任用ニ関スル件」JACAR：A03021869600（国立公文書館）。 
72 「池尻寿三郎任副領事、叙高等官六等」台湾総督府档案第 10073 冊 12 件、「井手清
見外務省ヘ出向」第 10237 冊 39 件。西村は、台湾人留学生に厳しかったことで知られ
































                                                   
73 「井手清見賞与」台湾総督府档案第 10239 冊 60 件。 
74 「在上海特別高等警察機関関係一件 第 2巻」JACAR：B14090417200（第 55～57 画
像目）、在上海特別高等警察機関関係一件 第 2巻(M-1-3-0-6_002)(外務省外交史料
館)。 
75 「城之内昌太郎兼任府属、島外、勤務」台湾総督府档案第 10255 冊 97 件。 





既述の通り、19 世紀末から 1930 年代へと時代が下るにつれ、華南地方での台湾籍民
は 1 万人を超えることもあった。それは商売などの理由で、台湾から福建や広東に出か
けたり在留したためであった。1910 年代中ごろ、台湾総督府は警察官（警部補 2 人、






















                                                   
77 前掲中村孝志「『台湾籍民』をめぐる諸問題」84頁。 
78 前掲井出季和太『台湾治績志』573 頁。 
79 「下村宏外一名財団法人善隣協会設立許可ノ件」台湾総督府档案第 2656 冊 a03 件、
陳文添編『台湾総督府事典』（国史館台湾文献館、2015 年）238‐239 頁。 
80 前掲梁華璜『梁華璜教授台湾史論文集』147‐173 頁。 
81 日笠芳太郎「台湾見聞並私見一斑（3）」『政友』第 222 号（1918 年 9 月）42 頁。 














1929 年 12 月に嘱託を解かれたのは、総督府にとって彼の利用価値がなくなったためか
もしれない87。 














（『台湾総督府民政事務成績提要』第 30 編 200‐201 頁、第 32 編 106 頁）。 
84 「林旭初高等警察ニ関スル事務ヲ嘱託ス」台湾総督府档案第 10217 冊 69 件。 





87 「林旭初解職」台湾総督府档案第 10223 冊 65件。 
88 「太田直作月手当」台湾総督府档案第 10234 冊 98 件。 
89 「澤重信陞格、死亡、賞与」台湾総督府档案第 10115 冊 75 件、「澤重信給六級俸」








する。1939 年 5 月、彼は香港で客死した92。因みに、前述の澤も 1938 年に金門島から
香港へ出張を命じられることがあった。派遣員たちの行動を合わせて見れば、戦時中、
情報拠点としての香港の重要性が高まったことを垣間見ることができる。 















                                                   
90 「桑原義夫兼任府属」「山際清吉嘱託、月手当、勤務、解職」台湾総督府档案第
10226 冊 8・33 件、「桑原義夫兼任府属」第 10244冊 40 件、「山際清吉依願免本官」第
10247 冊 34 件、「桑原義夫免兼官」第 10252 冊 28 件。 
91 小山俊樹監修・編集・解説『近代機密費史料集成 I 外交機密費編』第 3 巻（ゆまに
書房、2014 年）303・306 頁。 
92 「高嶺信夫俸給」台湾総督府档案第 10256 冊 40 件、「高嶺信夫事務格別勉励ニ付金
四百八十五円ヲ賞与ス」第 10261 冊 66 件、「高嶺氏の本葬」『台湾日日新報』1939 年 5
月 17 日。 
93 「澤重信兼任府属」「長友操賞与」台湾総督府档案第 10226 冊 8・66件。 
94 「谷山静夫高等警察ニ関スル事務ヲ嘱託ス、月手当、勤務」台湾総督府档案第 10233
冊 79 件、「谷山静夫手当」第 10241 冊 55 件、「谷山静夫御用済ニ付嘱託ヲ解ク」第
10250 冊 77 件。嘱託を解かれたのは 1936 年 9 月のことであった。 
95 「智原喜太郎兼任府通訳、勤務」台湾総督府档案第 10235 冊 70 件、「智原喜太郎兼





















不明者にして所在発見の上逮捕処断したる者」は 9 人であった97。つまり、32 人は行方
不明になっていた。この広東台湾革命青年団に参加した趙清雲によれば、一部のメンバ
ーが捕まって、ほかは武漢に逃れた98。こうした状況を考えれば、川崎が林を採用した
のは、漢口近辺の台湾人の動向把握を期待したためであったろう。1930 年 7 月、林へ
                                                   













院台湾史研究所、2010 年）516‐518 頁。 
82 
 
の月手当が 120 円から 95 円に減給されたことを示す資料が現存するが、台湾総督府と
の関係はいつごろまで続いたか不明である99。 
























                                                   
99 「林甫月手当」台湾総督府档案第 10226 冊 34件。 
100 「手記 中国旅行回想」（北河賢三・望月雅士・鬼嶋淳編『風見章日記・関係資料』
みすず書房、2008 年）12 頁。 


































                                                   
芙蓉書房出版、2000 年、154 頁）。 
102 戴国煇（解題）「資料紹介『台湾及南支那視察日誌』」（『台湾近現代史研究』第 4
号、1982 年 10 月）261頁。 
84 
 































                                               
1 「台湾総督の支那事変收拾方に関する意見の件」JACAR：C01001549000、永存書類甲輯 

































4 「本島民の精神強化に関する件」JACAR：C04120021000、昭和 12年 「陸支密大日記 第 4
号」(防衛省防衛研究所)。春山明哲編『台湾島内情報・本島人の動向』（不二出版、1990
年）。 
5 「小林総督入京す」『東京朝日新聞』1938年 5月 22日。 





































号（1937年 10月）、「南支引揚官民招待座談会」『台湾大アジア』第 40号（1937年 9月）、
高桑幸吉「厦門総引揚げと本島人」『台湾警察時報』第 263号（1937年 10月）、後藤凉子
「厦門脱出記」『改造』第 19巻 11号（1937年 10月）、『現代史資料（13）』（みすず書房、
1966年）116‐122頁、『中国方面海軍作戦〈1〉』（朝雲新聞社、1974年）374‐378頁、『外




























は、日本人 1,504人、台湾人 7,346人、朝鮮人 42人で、計 8,892人に上った。引揚者を救
済すべく、総督府は交通手段・手当・児童の転学などをはじめ、色々な措置を取った12。ま
た、総督府は対岸から引き揚げてきた派遣教員 35人（台湾人 11人も含む）の一部を総督




総督府档案第 10091冊 134件、「岡崎勝男免兼官、賞与」第 10099冊 85件）。 
11 高橋茂「厦門引揚の話」『国際知識及評論』第 17巻 12号（1937年 12月）。 






















                                               
13 「庄司徳太郎外三十四名対岸派遣訓導」「庄司徳太郎一時手当」「後藤馨台湾総督府臨時
情報部職員任命」台湾総督府档案第 10254冊 58・68件、第 10256冊 12件。 
14 「南支に於ける同胞の活躍と支那事変」『部報』第 3～5号（1937年 10月）。『部報』は
1937年 9月に創刊され、1942年 9月に発行された第 154号まで、約 5年間続いた（谷ヶ城
秀吉「台湾の戦時体制の構築と「同化」・「異化」」『台湾総督府臨時情報部「部報」』別巻、
ゆまに書房、2006年を参照）。 
15 「厦門攻略について」『部報』第 26号（1938年 5月）、「排日抗日の拠点壊滅」『帝国海






17 「厦門慰問團大成功裡に帰る」『台湾愛国婦人新報』第 109号（1938年 10月）。 







































まいか」と書いていた（「戦時下の台湾点描」『文芸春秋』第 16巻 10号、1938年 6月）。 
21 「厦門をして第二の香港とするには」『台湾実業界』第 10年 9号（1938年 9月）、「第二
の香港たる厦門」『台湾実業界』第 11年 1号（1939年 1月）。日本国内にも、厦門について
同様の未来を描いている人がいた（橋本雅良「厦門自由都市の建設」『財政経済時報』第 25






























                                               




































                                               
30 『府報』1938年 6月 11日・7月 1日。講習会に関する新聞記事はこの 2ヶ月の『台湾日
日新報』で多く見られた。1940年度の募集は年齢を 20歳以上とした。中国語の時間が全体
の 8割弱に増えるようになった。講師らの任命については、台湾総督府档案第 10098冊 40
件、第 10099冊 78件、第 10101冊 1件、第 10105冊 65件、第 10107冊 19件、第 10108冊
39件、第 10259冊 5・86件を参照。 





32 「台湾総督府臨時南支調査局設置ノ件 昭和 13年 9月」JACAR：B05016159800、参考資料
関係雑件 第 6巻(H-7-2-0-4_006)(外務省外交史料館)。 
33 「南支調査局」の構成員の詳細は、台湾総督府档案第 10094冊～10099冊、第 10101冊～
































































った。連絡部長官の下に書記官 1人・調査官 4人・事務官 6人・技師 5人・通訳官 1人・
理事官 1人・属 21人・技手 6人・通訳生 1人を置くとしている43。厦門連絡部には政務部











40 「重要決定事項（其ノ 2）２」JACAR：B02030546300、支那事変関係一件 第 17巻(A-1-1-
0-30_017)(外務省外交史料館)。 
41 注 40に同じ。 
42 樋貝詮三「興亜院とは何か」『自治研究』第 15巻 1号（1939年 1月）70頁。 
43 「連絡部職員ニ関スル調（昭和 14年 7月 1日現在）」（公益財団法人東洋文庫所蔵）。「重

























は水戸春造（1939年 3月～翌年 7月）・太田泰治（1940年 7月～翌年 5月）・福田良三




                                               
30_017)(外務省外交史料館)。 

























































































































































                                               
47 中山貞一「その後興亜院は何をしてゐるか」『旬刊時事特輯』第 22号（1939年 5月）
63‐64頁。 
48 「大使命を担ふ 厦門連絡部開設」「〝全く白紙で赴任〞」『台湾日日新報』1939年 3月
11・14日。 
49 緒方昇「興亜院連絡部と四長官」『改造』第 21巻 4号（1939年 4月）296頁。 
50 飯塚知信『南支皇軍慰問行』（著者発行、1941年）34頁。飯塚は 1940年 5月に「皇軍
慰問貴族院議員團南支班」の一員として、蜂須賀正氏（侯爵）とともに視察を行った。 







































57 「皇国輔翼の一念を以つて南進政策に順応せよ」『台湾自治評論』第 4巻 3号（1939年 3
月）。 










59 福澤は 1939年 5月に興亜院に転じた（「福澤清任興亜院事務官、五等七級」台湾総督府
档案第 10097冊 103件）。 
60 福澤は 1941年 6月に総督府情報部事務官に転じてきた。その後任者について、興亜院
が「何分ノ御配慮ヲ得度五、六等程度ノ人柄円満ナルモノ」の推薦を総督府に依頼したと
ころ、曽我の転出に決まった（前掲「福澤清任興亜院事務官、五等七級」、「福澤清賞与」
第 10099冊 17件、「曽我與三郎任興亜院事務官」第 10113冊 54件）。 
98 
 
表 2 興亜院厦門連絡部における台湾系統の人事 





1939年 3月 藤村寛太 事務官 書記官 1941年 5月、台北市長 
鈴樹忠信 地方理事官 事務官 1942年 8月、府事務官 




大鶴茂男 府属 院属  
山口九州男 花蓮港庁属 院属  




1939年 4月 大野富和嘉 府属 興亜院へ出
向 
 
小笠原正 理事官 調査官  
田村政太郎 州港務医官 技師  
砥上次雄 地方技師 技師 1942年 4月、府地方技師 




1939年 5月 堀田繁勝 法院判官 事務嘱託 同年 10月、解嘱 
1939年 10月 小幡勇二郎 法院検察官 事務嘱託 1940年 11月、解嘱 
1939年 12月 小林義雄 技師 事務嘱託  
1939年 7月 佐々木亀雄 台湾社会教
育主事 
嘱託 1942年 3月、解嘱 
1940年 8月 大田修吉 事務官 事務官
（兼） 
1942年 10月、免兼任 
片寄軍児 理事官 事務嘱託  
田口虎蔵 府属 事務嘱託  
1940年 11月 酒井正従 事務官 事務官  
1940年 12月 丸尾美義 法院判官 調査官  
1941年 6月 江藤昌之 事務官 書記官 同年 8月、府事務官
（兼） 
1941年 10月 高岡継次 法院書記 興亜院属  
1941年 12月 数山英一 地方理事官 調査官  
1942年 4月 青柳晴一 技師 技師  






































62 「歴史的発会式」「閩人治閩の理想を漸く今日こそ実現」『台湾日日新報』1938年 6月 21
日。 






























                                               
64 「厦門治維会の構成」『台湾日日新報』1938年 6月 22日。 
65 一説によると、台湾の厦門進出に奔走していた澤重信は、香港に移った洪暁春の説得に
乗り出したが、洪に対する帰島への勧誘は失敗に終わった（趙家欣「厦門偽組織的新旧権
貴」『星燄』第 9・10期、1939年 4月、7‐10頁）。 





68 『経済市場』第 10巻 3号（1939年 3月）80‐91頁。因みに、逗子八郎（井上司朗）の
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研究』第 600号、2012年 8八月）が挙げられる。 
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と述べていた（「昭和 13年 12月 14日から昭和 13年 12月 28日」JACAR：B02031742600






























外務省のまとめによると、日中戦争直前の 1937年 7月 1日現在、中国に在留した邦人
は、86,923人に達していた（日本人は 62,012人で、朝鮮人は 11,176人で、台湾人は





















邦人経済活動」『新東亜経済』第 3巻 5号、1944年 5月）。 
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である。出席者は、尾崎秀実（中国評論家）・清瀬一郎（衆議院議員）・神田正雄（中国研
究家）・高木陸郎・松本忠雄（外務政務次官）であった（「『漢口攻落の重大転機』座談会」
『文芸春秋』第 16巻 17号、1938年 10月）。 



































32 「『香港・広東』を語る座談会」『実業之日本』第 41巻 21号（1938年 10月）。 
33 角田順（校訂）『宇垣一成日記２』（みすず書房、1970年）1259頁。 

























                                               
35 「広東出兵ニ関スル外務当局ノ意見（13年 9月 5日）」近衛文麿文書リール 3（国立国会
図書館憲政資料室所蔵）。 
36 「命 巻４ ３部の内３号（１）」JACAR：C14060918400（第 1～2画像目）、大陸命 巻




39 「堂々バイアス湾に上陸す」『写真週報』第 37号（1938年 10月）、「広東・漢口攻略
戦」同第 38号（1938年 11月）、「広東陥落」同第 39号（1938年 11月）。 
40 例えば、『海と空』第 7巻 16号（1938年 12月）では、「バイアス湾を圧する我海軍の威
容」「バイアス湾に集結された我輸送船隊」「敵前上陸直前の歴史的一瞬」「南支猛爆に待機
する海の荒鷲」を写真入りで紹介した。 
41 『週刊朝日』第 34巻 20号（1938年 10月）や、『国際写真新聞』第 218号（1938年 11
月）、『世界画報』第 14巻 12号（1938年 12月）、「南支方面某飛行基地を御視察中の秩父宮
殿下」『海軍グラフ』第 7巻 1号（1939年 1月）、品川幸雄「南支軍最高指揮官古荘中将と
塩澤中将」『実業之日本』第 41巻 23号（1938年 11月）等が挙げられる。 






























                                               
る。 
43 「日本の南支進軍と其目標」「広東作戦は抗日への〝止〞」「蒋介石は何処へ行くか」『台







































































                                               
50 「重要国策関係（支那事変中）／19）南支作戦に伴う政務処理要綱、漢口方面政務処理
要綱（陸、海、外大臣間決定）／2 昭和 13年 11月 2日から昭和 14年 5月 27日」JACAR：
B02030524700、支那事変関係一件 第 4巻(A-1-1-0-30_004)(外務省外交史料館)。 
51 「南支処理に台湾総督府を干与せしめさる件」JACAR：C04120624300、昭和 13年 「陸支
密大日記 62号」(防衛省防衛研究所)。 
52 「漢口、広東及海南島各方面重要事項処理ニ関スル件（昭和 14年 5月 13日興、陸、
海、外申合）」JACAR：B02030543300、支那事変関係一件 第 15巻(A-1-1-0-30_015)(外務省
外交史料館)。 
53 「漢口及広東に連絡員派遣に関する件」JACAR：C04121291700、昭和 14年 「陸支受大日



























                                               
54 同注 51。 
55 「広東放送局建設に関する件」JACAR：C04120718700、昭和 14年 「陸支受大日記 第 2
号 3／3」(防衛省防衛研究所)。 
56 「電気水道復興要綱に関する件」JACAR：C04120785800、昭和 14年 「陸支受大日記 第
13号 1／2」(防衛省防衛研究所)。 
57 「南支支那人小学校教科書編纂に関する件」JACAR：C04120748000、昭和 14年 「陸支受
大日記 第 8号 2／2」(防衛研究所)。 




















年に 2回にわけ、計 8人が台北帝国大学医学部や附属病院で約 3ヶ月の研修を行った66。 
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纂 第 4巻(A-6-1-0-1_004)(外交史料館)。 
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11月 10日、「陳省主席対記者談訪問台湾後観感」11月 11日。 




















                                               
109 『海外日本実業者の調査』第 7巻（不二出版、2007年）215‐216頁。 
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115 長谷川清「南方発展と台湾統治」『国民知識』第 8巻 6号（1941年 6月）、同「南進基























                                               










120 「傷病勇士を慰問」『台湾日日新報』1943年 4月 22日。 
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なる。仮冒籍民が淘汰される 1910 年代初頭まで、在留禁止処分を受けた台湾籍民が 29
人、日本人が 33 人であった。これら在留を禁止された人物のリストと、外務省と台湾総
督府が仮冒籍民を淘汰するために作成した資料とを照らし合わせると、日本領事館での
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